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ＭＭＣＣ通通信信                        22001133 年年６６月月号号        
情けに報いる情報 経営は事業のデザイン業 売上は必ず伸びるシリーズ 

６５％の子どもは今ない仕事に就く 

 最近二つの記事を目にしました。一部分を次に紹介させていただき

ます。 

 先月、コンピュータの将棋ソフトとプロ棋士の団体戦「第２回将棋

電王戦」において、将棋ソフト側が 3 勝１敗１分けで勝利した。情報

科学者の多くが予想した通りの結果ではあるが、結果を目の当たりに

すると感慨深い。 

 １９９７年にチェスの世界チャンピオン、ガルリ・カスパロフ氏が

米ＩＢＭ社のコンピューター「ディープブルー」に敗北したとき、「将

棋はチェスに比べてルールが複雑。近い将来にプロ棋士と並ぶ能力を

コンピュータが持つことは難しいだろう」との楽観論があった。「プロ

棋士のひらめきはコンピュータでは凌駕（りょうが）できない」と。 

 確かに、コンピュータはひらめきを持ち合わせて   だから。(中略)１０年後には、日本語で話せば、あ 

いないので、指し手を選ぶには合理的な基準が必要   たかも自分の声で話しているように英語に翻訳して 

になる。どの指し手がどんな結果をもたらすのか、   くれるような簡単な機器が登場しても不思議はない。 

しらみ潰しに調べ始めると、探索すべき指し手はあ   「そこそこ」の知的作業はコンピュータによって急 

っという間に全宇宙の観測可能な原子の数を超える。  速に代替されつつある。（日本経済新聞 2013年 5  

どれほどハードウエアの性能が向上しても効率的な   月 1日「コンピュータが仕事を奪う㊤」国立情報学 

探索は不可能だと考えられていた。          研究所教授 新井紀子氏論文より） 

 しかし、その予想は覆された。予想を超えてハー    「2011年秋に小学生になる子どもの６５％は将 

ドウエアが向上したからではない。「データ」と     来、今はない仕事に就く」。こう指摘するのが、米 

「機械学習」という手段を将棋ソフトが手に入れた   デユーク大学のキャシー・デビッドソン教授だ。 

からである。公開されたプロ棋士の対戦の棋譜（デ   今後 20 年間で、職業はそれほど変化するという。 

ータ）を基に、プロ棋士が選んだ指し手こそ価値が   教授の主張の背景には、ＩＴの影響力拡大がある。 

高いと認識し、更にその評価を少しずつ自動的に調    教授は 11年 8月に発売された著書「Now You 

整する（機械学習）プログラムの登場である。     See It」でも、多くの実験からＩＴがどう未来社会 

 機械学習の特徴は、コンピュータはなぜその判断   に影響するかを見通している。（週刊東洋経済 20 

が正しいかの根拠を知る必要がないという点にある。   13年 3月 2日号「2030年あなたの仕事がなくなる」 

過去に下された「正しい判断」を模倣すればよいの   より） 

大きくなったら何になりたい？ 

経済の発展で、スーパーやコンビニへ行けばほし   ても生きていくのには不便はありません。家事も機 

いものは何でも買えます。弁当もあれば水やお茶も   械化され楽になりました。家事は女性の仕事という 

あります。しかも自分の収入で負担なく買える金額   のも昔の話のようです。 

であり、24時間営業しているのです。家庭がなく    かつて女性は永久就職といって結婚するのが当た 
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り前でした。ところが女性の職場が増えて経済力を   り大きな苦痛を背負うことになっているのではない 

持つようになると、仕事に生きがいを持つ女性が増   かと思うこともしばしばです。 

えて結婚しなくなってきました。女性が社会進出を    義経は平家を滅ぼさなかったら、頼朝に討たれる 

して活躍することは望ましいことですが、一方で結   ことはなかったのではないでしょうか。平家という 

婚しなくなり少子化が社会問題となっています。    敵があったから義経の必要性、価値は高かったが、 

 農耕社会から工業社会になり、生産性が上がるに   平家を追討してしまったら義経の価値もなくなって 

つれて人々の生活は経済的には豊かになりましたが、  しまったように思います。義経は手柄を立てて有頂 

精神的には貧しくなったと言われます。情報社会到   天になりすぎたことで、頼朝のねたみを買うことに 

来でいよいよ経済的にも精神的にも豊かになるはず   なったのですが、経済発展が少子化を招き、コンピ 

と期待されました。                 ュータの発達が人から仕事を奪っているとしたら、 

ところが、コンピュータとソフトの発達とともに、  それは人類の「義経化」ではないかと思います。 

人はコンピュータができない仕事へと追いやられ、    今でも学校では「将来の夢」とか「大人になった 

働き場が少なくなってきています。情報社会では仕   ら何になりたいか」というような作文を書くことが 

事を楽しみながら、働き甲斐を感じて働けるのでは   あると思いますが、これからは今ある仕事がどんど 

ないかとの予想は実現していません。きつい仕事を   ん減少してしまうとすると、作文に書いたことが実 

課せられた工業社会よりも、職場がないという、よ   現できる人はいなくなってしまうかもしれません。 

選択という幻想 

 「大人になったら何になりたいか」というのは、暗

に今ある職業から選択しなさい、といっています。こ

こまでに書いてきたように、今ある職業はなくなって

いくものが多いのです。選択することはあまり意味を

もたない時代かもしれません。 

経営学は有利な道の選択の学問だったように思いま

す。意思決定の方法、ポートフォリオマネジメント等 

よりよい選択を行うためのものです。 

 右図は、商品のライフサイクルとそのポートフォリ

オです。市場の成長率が高くて自社のシェアが高い商

品は、将来を期待できる花形商品です。成長期から成

熟期に入り、市場の成長率は高くないがシェアの高い

商品は、金のなる木といって利益が出る商品です。 

 衰退期に入ってきたシェアの高い商品は、改良を加

えて需要を落とさないようにする商品です。成長率は

高いがシェアが低い商品は問題児といわれ、花形商品

にするよう力を入れます。成長率が低くシェアも低   いろいろな職業のある中で自分にあったものが選 

い商品はシェアアップが望めない限り、負け犬と判   択できる社会はすばらしいと思います。しかし現実 

定されます。                    は、その職業がなくなったり、減少したりで、望ん 

 このように自社商品を分類し、力を入れる、入れ   でも選択できなくなりつつあります。少し前までは 

ない、切り捨てるといった選択をしていたら、いず   選択の多さが豊かさのバロメータのようにいわれて 

れ売上はなくなってしまう時代です。よい選択がよ   きましたが、これからは今ないものを創造すること 

い経営ということにはつながらなくなっています。   で豊かさを作り出す時代です。 
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経営者は新たなビジネスのデザイナー 

 「選択」することが上手に生きることであった時   に思います。 

代が終わり、幻想となりつつあります。将棋の米長    同じことをしていたら先細りの時代において、経 

邦雄元名人は、「兄三人は馬鹿だから東大へ行った    営者の仕事の大きな役割は、新しいビジネスをデザ 

が、自分は頭がよいから将棋指しになった。」とい   インすることです。他社を真似ながら自社の強みで 

います。大学へ行くか行かないかの選択、大学はど   勝負することでよかった時代は、企画部のスタッフ 

こへいくかの選択、多くの人が通ってきた道ではな   がデータを集めて分析し、より自社に合ったものを 

いでしょうか。教育の重要性と大学へ行くこととは   選択すればよかったのですが、これからは既存のも 

同じではありません。職業も変化する中で大学教育   のの中から選択するというような経営は難しいよう 

がそれに対応できているようには思えません。今ま   です。かといって新しいことをしようとすれば、成 

では有名大学を出たということがその人の評価の多   功する保証はありません。失敗する可能性のあるも 

くを決めていましたが、これからはその人の実力が   のを選択するスタッフはまずいないでしょう。なぜ 

評価される時代がきたように思います。今までの教   なら責任を追及されるからです。 

育が力を入れてきた「知識教育」が、ICT（情報通    新しいビジネスはリスクへのチャレンジです。お 

信技術）により相対的に優位性を失ってきたことで   米でも蒔いた種が全て芽を出し豊かに実るとは限り 

す。大学は知識教育を超えた教育を考える必要があ   ません。ビジネスでもいくつかの種を蒔いて育てな 

りそうです。                    ければなりません。成果に結びつかなければ失敗と 

企業経営においても「選択」の時代は終わりのよ   いうのではリスクへのチャレンジはできません。可 

うに感じています。他社がやっていることをまねて   能性のある種をいくつも蒔いてみることがスタート 

みたり、企画部が作成した戦略の中から経営会議で   です。 

選択するというようなことでは経営はできないよう   

新たなビジネスが生まれている 

経済が発展し、製鉄や化学品の大工場ができると共

に、大気汚染や水俣病のような公害が発生しました。

そうすると経済成長を止めて公害を起こさないよう

にしようという意見もありましたが、現実はそうはな

りませんでした。人は前に戻るという選択はしないよ

うです。公害を起こさず経済成長も続けるようになり

ます。そこに公害を起こさないようにする新しい事業

分野が生まれてきました。日本の公害防止技術は非常

に優れていると言われています。 

原子力発電もそうなるとよいと思います。よく原発

を止めたら日本経済は壊滅的になるという人がいま   スチャンスにもなります。 

すがそうではないと思います。原発が無責任な人た    現在の市場を観察することで、新しいビジネスの 

ちによって推進されると取り返しのつかないことに   元は無数に発見できるはずです。そのビジネスの元 

なりますが、安全を守って原発が進められるであれ   を深く掘り下げ、関係する情報を集めて新事業の構 

ば原発を利用すればよいだけのことです。要はそこ   想をまとめます。これがビジネスをデザインするこ 

に従事する人間の問題であって、原発の問題ではな   とです。 

いように思います。安全な原発作りは大きなビジネ    新しいことにはすべてリスクがあります。当初の 



＜未来から新事業の元をさがす＞ 

 

 

デザインどおりには進まないものです。試行錯誤を   繰り返して新事業は形作られていくことになります。 

未来から新たなビジネスを発見する 

 ２０年程前のことですが、ラブホテルの客室稼働率

を上げるソフトを考えてほしいという相談を受けて

ラブホテルの現状調査をしたことがあります。前のお

客様が出たらできるだけ早く掃除をして次のお客様

が利用できるようにしたいという要求でした。ただし、

掃除する人とお客様は絶対に顔をあわせないように

することが条件でした。従業員とお客様が顔をあわせ

ないようにするためにこのホテルではいろいろな工

夫がされていました。お客様がチェックアウトする時

は、部屋から電話すると、ホテルの部屋に張り巡らせ

てある管の中を走って小さな缶が届けられます。その

中に請求明細が入っていて、その缶にお金を入れて   大勢います。買いに行くのではなく自宅に届けてく 

ボタンを押すと、缶はフロントへとんでいき、その   れる方を望む人も多いはずです。宅配ピザや宅食サ 

後領収書や次回の割引券等が入って戻ってくるので   ービスもそれへのチャレンジです。将来はボタンを 

す。                        押すと管を通って好きな料理が届くようになるかも 

 この時、各家庭とレストランが管でつながってい   しれません。水道やガスや電気も届くのですから、 

て、メニューのボタンを押すと押したボタンの料理   決して不可能なことではないと思います。 

が出てくるようになると便利だろうな、と思ったも    新事業の種は、未来からの発想から出てくるもの 

のです。いまはコンビニ（コンビニエンスストア）   もあります。これからの経営者は変化と冒険を楽し 

が全盛ですが、それ以上の便利さを求めている人は   む心を持っていく時代だと思います。 

リスクチャレンジとゴーイングコンサーン 

 ゴーイングコンサーンとは、人には寿命があるの   い社会作りをするのが企業です。 

でいつかは死ぬが、企業は永遠に継続しなければな    政府は規制緩和が新事業を活性化すると考えてい 

らない存在だという考えだと教えられました。人の   るようですが、本当の企業家精神は経営者の魂の中 

ための企業が人命より大切というのも不思議ですが、  にあるもののように思います。生きることに安泰だ 

それによりリスクへのチャレンジを怠る企業は、こ   けがあったら生きているとはいえないかもしれませ 

れからはあまり存在価値が高くないことになるもの   ん。企業経営においても困難な状況にぶち当たり、 

と推測されます。                  それを不屈の魂で乗り越えた時、新しい仕事が生ま 

個人ではできないリスクにチャレンジし、よりよ   れ雇用が創出されるものと思います。 
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